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経産省主張 環境省反論 結果

「150万都市」「人口密集

地」

「客観的基準がない」「必

要な条件ではない」

削除

「大気汚染物質の年間排出

量は、神戸市全体のばい煙

発生施設からの4割から7割

に相当」

「自動車等の移動排出源の

両面から影響」「本事業の

影響を恣意的に過大に評

価」

削除

「大気汚染物質の年間排出

量については、現況の排出

量を上回らないよう」

大気汚染物質は「寄与濃度

について評価されるもの」

削除

「ＰＭ2.5の必要な調査を行

い、影響の予測及び評価並

び環境保全の措置の検討を

行うこと」

「解明段階で検討を行わせ

ることは困難」「過去の環

境大臣意見に比べ過剰」

「排出や濃度の予測手法及び対策に係る今後

の動向を踏まえたもので、事業者もＱ＆Ａ

で、手法が確立された際は検討を行うとしてい

る」

「今後の動向を注視

しつつ、所定の検討

を行うのが適当であ

る」と表現が後退

準

備

書

「地域住民等が兵庫県公害

審査会に公害調停求めるな

ど、大気環境保全の関連か

ら懸念が示されている」

「調停中身を国が是認する

ことになる」「実際規模以

上の方々が調停を求めてい

る印象を与える」

削除

環境大臣意見に対する

経産省削除要求内容

大

気

汚

染

配

慮

書

「兵庫県条例や神戸市の環境保全協定等によ

り、排出量についても監視及び管理の基準を

設けている。さらに神戸製鉄所から排出され

る大気汚染物質の排出量の神戸市全体のばい

煙施設の発生施設からの排出量に占める割合

が大きいことを鑑みれば本意見は妥当」「大

阪圏域を含む患者の会から要望が出されるな

ど、広範囲の地域住民の方々が本事業に係る

環境保全に関心を持たれている」

2021年4月6日 参議院環境委員会 日本共産党 山下芳生 出典 環境省提出資料より山下芳生事務所で作成 資料10

神戸製鋼石炭火力発電所アセスでの主な経産省削除要求内容と結果 ①
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神戸製鋼石炭火力発電所アセスでの主な経産省削除要求内容と結果 ②

経産省主張 環境省反論 結果

Ｃ

Ｏ

2

配

慮

書

「本発電所の稼働に伴い年間

600万トン以上の二酸化炭素を

排出する可能性があり、最新鋭

の天然ガス火力発電所を建設

した場合と比較すると年間380

万トン以上多く排出することに

なる可能性がある」

「試算値であり決まっ

たものでない」「過去

の環境大臣意見に比べ

過剰」

削除

「今後、電力供給先の小売事

業者が参加する枠組みが構築さ

れず、かつ枠組みが構築される

までの間の環境保全措置が満

たされない場合は、本発電所

の設置を認めることはできな

い」

「運転開始時までに満

たせば良い」「局長級

とりまとめは『電力業

界全体の枠組みの構築

を促す』ものであり、

個別事業者に対してで

はない。運転開始時に

自主的取組により環境

保全措置を講じること

としていれば良い」

「枠組みや事業者が行う暫時の措置が見通せない状

況で、石炭火力の新増設が増加していくことは、国

の温暖化対策及びエネルギー政策の実現を阻害する

可能性があるとともに、結果的に事業者にとっても

不利益な状況をもたらす可能性があり、国の目標・

計画と整合が確保されていないことが確認されない

まま、『運転開始までに満たせば良い』と先延ばし

にして着工してしまうことは、事業者に対してと国と

して無責任である」「国の目標・計画との整合性が

確認できない状況であれば、着工するべきでないと

警鐘を鳴らすもの」

「運転開始時

までに満た

し、具体化さ

れた内容があ

れば可能な範

囲で準備書に

記載するこ

と」と表現が

後退

環境大臣意見に対する

経産省削除要求内容
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経産省主張 環境省反論 結果

Ｃ

Ｏ

2

準

備

書

「当該二酸化

炭素排出量の

増加分に見合

う削減方策を

関西電力にお

いても確実に

実施している

か」確認する

よう

「法的根拠がない」「本

アセスの対象ではない」

「やりたい放題が過ぎ

る」「電力自由化の今

日、他社の取り組みを法

的根拠もなく無理やりの

ぞかせることは不合理」

「個別事業者名を挙げな

ければ了承」

「法的根拠がないことは削除理由にあたらない」「ＣＯ2対策は関

電だから預かり知らないというのではなく、地球温暖化に繋がる

ＣＯ2を排出する発電事業を行なう者として、関電が行うＣＯ２削

減方策の確認するよう求めることは、一定の合理性がある」「把

握出来る範囲で確認すべき」「県も累次のことを求めている」兵

庫県知事意見となる答申で「二酸化炭素総排出量望酢化に見合う

削減方策を売電先の対策を含め、手段を明確にして必ず確実に実

施し、二酸化炭素総排出量を施設の供用によって増加させないこ

と。また、二酸化炭素総排出量の増加に見合う削減方策につい

て、評価書に個別具体的、定量的に記載すること」と記載があ

り、県も求めている

「関電」

と「確実

に実施」

の記載を

削除

環境大臣意見に対する

経産省削除要求内容



2021年4月6日 参議院環境委員会 日本共産党 山下芳生 出典 環境省提出資料より山下芳生事務所で作成

神戸製鋼石炭火力発電所アセスでの主な経産省削除要求内容と結果 ④

経産省主張 環境省反論 結果

Ｃ

Ｏ

2

準

備

書

「現在所有している火力発

電所」を含め。2030年以降

に向け「同火力発電所の休

廃止・稼働抑制などの措置

を計画的に実行すること」

「多くの電源を有している旧一般電気事業者とは異な

り、本事業者は、現在、発電事業に用に供する設備を1

つしか持っていないため、今の時点から『低効率火力

の休廃止・稼働抑制』を明示的にプッシュするのは、

『電気事業をやめろ』と求めてしまっているのと同義

ですので（御省がそのようなことを言わないことは理

解していますが、環境大臣意見を見る人はそこまで考

えて発言しないので…。）個々の電力事業者の実態を

踏まえた大臣意見としていただければと存じます」

他の石炭火力に対しても「同

様の意見を記載しており問題

ない」

削除

関電は「自主的枠組み全体

の目標達成に向けて確実に

二酸化炭素排出削減に取り

組む必要がある」「政府と

しても、明確化等に向けた

検討状況を的確にフォロー

アップ、評価していく必要

がある」

「弊省は積み重ねたロジックをもって、丁寧に調整を

進めようとしているものの、御省側が従前のお話や積

み重ねによらず、今回のようなアブノーマルな手段を

取ってでも、フォローアップの対象事業者を増やすな

どをお考えであれば、事業者からの協力も得られるわ

けがなく、我々も協力しようとは思いません」「フォ

ローアップを含む、今後の御省への協力については内

部で少し考えさせてください」

以前の事例について、燃料種

が違うか、パリ協定発効以前

の石炭火力発電事業であり、

同じロジックとしては活用困

難。「パリ協定発効以降、石

炭火力を取り巻く国内外の状

況は一変」

フォロー

アップの

部分を削

除

環境大臣意見に対する

経産省削除要求内容
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